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5 間質性膀胱炎の患者に対する漢方による
     治療経験
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【背景】猪苓湯は抗炎症作用や利水作用を有し、炎症を伴う頻尿、
残尿感、排尿時痛などの下部尿路症状や尿路結石に対し臨床的
に使用される。我々はラットでの検討において、猪苓湯が酢酸に
よって誘発された炎症による排尿筋過活動を抑制することを示し
た。一方で、「炎症」とは古典的に発赤・熱感・腫脹・疼痛を四兆候
とするとされている。本研究では猪苓湯による膀胱の炎症抑制効
果とその機序について明らかにすることを目的とした。
【方法】10週齢雌SDラットを1％猪苓湯混餌飼料、あるいは通常飼
料の自由摂取下で2週間飼育し、それぞれ猪苓湯群（n=6）、通常
飼料群（n=6）とした。2週間の飼育後、それぞれの飼料で飼育した
ラットに対して酢酸を膀胱内に灌流した。灌流は生理食塩水、
0.05％酢酸、0.1％酢酸をそれぞれ10分ずつ順に灌流し、その後
0.2％酢酸を30分間灌流した。ビデオカメラを用いて灌流中のラッ
トの行動観察を行った。観察項目は、移動距離、licking、freezing
とした。灌流翌日にレーザードプラー計で膀胱血流を計測し、膀
胱重量を測定した。
【結果】行動観察では、通常飼料群に比して猪苓湯群ではfreezing
が多く、移動距離が長かった。レーザードプラー計では、猪苓湯群
で血流の増多が緩徐であった。猪苓湯群では膀胱重量が有意に
軽かった（0.201 g vs 0.305 g : p＝0.021）。
【結論】酢酸の膀胱灌流により行動変容、血流増多、膀胱重量増加
を認めた。猪苓湯によりその影響が減弱された。猪苓湯による消
炎・鎮痛効果が示唆された。

【はじめに】
間質性膀胱炎は、「膀胱の非特異的な慢性炎症を伴い、頻尿・尿
意亢進・尿意切迫感・膀胱痛などの症状を呈する疾患」と定義され
ている。その原因は不明で、膀胱粘膜の機能障害や免疫学的機序
が想定されている。確立した治療法はなく、疼痛に関しては対症
的に鎮痛薬などの投与が試みられることも多いが、治療に難渋す
る患者も多い。一方で、漢方薬である抑肝散は、認知症の周辺症状
だけではなく、さまざまな機序により臨床的にも神経障害性疼痛
に対して効果を発揮し、さらに疼痛閾値を増加させ、かつ抗ストレ
ス作用も持ち合わせている。
今回、著明な疼痛を伴う間質性膀胱炎に対して抑肝散を使用し、
比較的良好な経過をたどった症例について報告する。
【症例１】68歳女性。頻尿および膀胱部痛があり、近医産婦人科を
受診。過活動膀胱との診断のもと、抗コリン薬内服で経過観察さ
れるも軽快なく、当科紹介となった。当科受診時、蓄尿時痛が著明
であったため膀胱鏡を施行すると、ハンナ病変を伴う間質性膀胱
炎が疑われる所見であった。そこで、膀胱生検術および膀胱水圧
拡張術を施行した。ハンナ病変に関しては電気焼灼術を行った。
手術3か月後、明らかなハンナ病変は認めなかったが膀胱部痛の
再発をみとめ、鎮痛剤を投与するも軽快がなかった。そこで、抑肝
散（TJ-54、7.5g分3食前）を処方したところ、痛みの評価スケール
（NRS）が8から２へ著明に低下した。経過中、内服薬による有害事
象は認めなかった。
【症例２】
63歳女性。前医にて間質性膀胱炎の診断を受け、スプラタストトシ
ル酸塩による加療を受けていたが効果なく当科紹介となった。蓄
尿時痛も著明で、鎮痛薬によるコントロールも不良であった。そこ
で、当院で膀胱鏡を再度施行したところハンナ病変を認めたため、
膀胱生検および膀胱水圧拡張術、さらにハンナ病変に対しては電
気焼灼術を施行。手術後7か月間は軽快していたが、徐々に蓄尿時
痛（NRS：７）が再発した。鎮痛薬にてNRS３程度まで改善した
が、さらなる症状の軽快を期待し、抑肝散を処方した。その後、速
やかに鎮痛効果見られ、現在も内服継続中である。
【考察】
間質性膀胱炎の患者に対しても漢方薬が効果を発揮する場面も
あると考えられる。


